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、
古
訓
点
資
料
に
お
け
る
「
唯
」
「
惟
」
字
の
訓
読

四
、
「
惟
」
字
と
訓
と
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結
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つ
き
の
変
化
に
つ
い
て

五
、
お
わ
り
に一

、
は
じ
め
に

従
来
、
漢
文
訓
読
語
史
研
究
に
お
い
て
訓
読
の
歴
史
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
場
合
、
中
世
の
仏
教
社
会
に
お
け
る
訓
読
の
伝
承
の
問
題
に
つ

い
て
説
か
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
浄
土
真
宗
な
ど
の
鎌
倉
新
仏
教
に
お
け
る
訓
読
の
伝
承
の
実
態
に
つ
い
て

（1）

は
未
だ
明
確
で
な
い
部
分
が
多
い
。
中
世
の
仏
典
の
訓
読
の
伝
承
に
関
し
て
は
、
師
資
相
承
性
が
強
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

仏
典
の
訓
読
が
細
部
に
わ
た
る
ま
で
、
忠
実
に
書
写
移
点
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
中
世
仏
教
社
会
の
訓
読
が
注
首
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
一
つ
に
は
、
中
世
特
有
の
言
語
事
象
を
指
摘
し
難
い
点
に
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
に
、
訓
読
の
異
同
が
存
し
て
い
た
と
し
て
も
、
個
人
差
や
偶
然
性
と
い
っ
た
個
別
的
事
象
を
越
え
て
、
日
本
語
の
歴



史
的
変
化
の
一
つ
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
事
例
の
発
掘
は
、
従
来
あ
ま
り
行
わ
れ
て
き
て
い
な
い
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
。

浄
土
真
宗
開
祖
の
親
鸞
は
、
そ
の
生
前
に
多
く
の
著
述
を
残
し
て
お
り
、
現
在
、
自
筆
本
と
目
さ
れ
る
も
の
も
残
っ
て
い
る
。
坂
東
本
教

（2）

行
信
証
も
そ
う
し
た
自
筆
本
の
一
つ
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
教
行
信
証
は
、
浄
土
三
部
経
を
は
じ
め
、
そ
の
異
訳
経
典
や
そ
の
他
の
大
乗
経
典
、

又
、
印
度
や
中
国
や
日
本
浄
土
教
の
代
表
者
の
著
作
か
ら
の
抜
き
書
き
か
ら
な
り
、
そ
の
間
に
親
鸞
自
身
作
成
の
漢
文
を
挟
ん
だ
資
料
で
あ

る
。
板
東
本
教
行
信
証
に
は
、
漢
文
の
問
に
親
鸞
の
も
の
と
思
わ
れ
る
訓
読
も
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
訓
読
に
関
し
て
、
親
鸞
が
独
自
の
解

（3）

釈
に
基
づ
い
て
施
し
た
例
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
独
自
の
解
釈
に
基
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
訓
読
に
は
、
当
時
、
漢
文
を
訓
読
す
る
際
に
、

一
般
的
に
使
用
さ
れ
な
い
訓
読
語
も
存
し
て
い
る
。
本
論
は
、
そ
う
し
た
例
の
一
つ
と
し
て
「
唯
」
「
惟
」
字
の
訓
読
を
取
り
上
げ
、
こ
の
、

教
行
信
証
に
特
徴
的
に
現
れ
る
訓
読
が
ど
の
よ
う
に
伝
承
さ
れ
て
い
っ
た
か
、
そ
の
伝
承
の
過
程
で
生
じ
た
変
化
は
、
何
を
背
景
と
し
た
変

化
で
あ
る
か
に
つ
い
て
論
じ
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

中
世
に
お
い
て
教
行
信
証
は
数
多
く
書
写
さ
れ
、
う
ち
、
幾
つ
か
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
諸
本
間
の
系
統
に
関
し
て
は
既
に
先
行

（4）

論
が
存
す
る
。
本
論
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ら
先
学
の
論
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。

二
、
数
行
信
証
に
お
け
る
「
唯
」
「
惟
」
字
の
訓
読

（5）

教
行
信
証
の
中
世
に
お
け
る
諸
本
の
間
に
は
、
「
唯
」
「
惟
」
字
に
関
し
て
以
下
の
ご
と
き
異
同
例
が
見
ら
れ
る
。

教
行
信
託
諸
本
間
に
お
け
る

ヤ
1

「
唯
」
字
訓
読
の
異
同
例

坂
東
本

高
田
専
修
寺
本

真
宗
寺
本

文
明
本

唯
願
（
ク
）

仲
卜唯
願
（
ク
）

廿
卜唯
靡
（
ク
）

仲
卜唯
願
（
ク
）

シ
ヨ

ハ
容
恕
シ
タ
マ
へ

ヨ
ウ
シ
ヨ

ハ
容
恕
シ
タ
マ
ヘ

ヨ
・
ワ
シ
ヨ

ハ
容
恕
シ
ク
マ
へ

ヨ
ウ
シ
ヨ

ハ
容
恕
シ
タ
マ
ヘ

大
徳
修
伽
陀

大
徳
修
伽
陀

大
徳
修
伽
陀

大
徳
修
伽
陀

匝
卜唯
願
（
ク
）

匝
卜唯
麒
（
ク
）

匝
卜唯
願
（
ク
）

仲
卜唯
靡
（
ク
）

ハ
容
恕
シ
ク
マ
へ

ハ
容
恕
シ
タ
マ
へ

ハ
容
恕
シ
タ
マ
ヘ

ハ
容
恕
（
シ
）
　
タ
マ
ヘ

中
世
に
お
け
る
教
行
倍
証
諸
本
間
の
訓
読
の
異
同

（
六
末
三
六
・
七
）

（
六
・
一
五
二
・
五
）

（
六
末
二
一
ウ
三
）

（
六
末
二
一
ウ
三
）

八
三
七



鎌
　
倉

寿
福
院
本

高
田
室
町
末
期
本

高
田
慶
長
本

西
蓮
寺
本

時匝
卜唯

匝
卜唯

伊
上唯匝卜唯
麒願願J
代

語
（ク）

（ク）
（ク）

タ
ヽ

研
　
究

ヨ
ウ
シ
ヨ

ハ
容
恕
シ
タ
マ
へ

ヨ
ウ
シ
ヨ

ハ
容
恕
シ
グ
マ
へ

ジ
ヨ

ハ
容
恕
シ
ク
マ
へ

ヨ
ウ
　
　
　
シ
ヨ

匝
卜

大
徳
修
伽
陀
　
唯
願
（
ク
）

抄
卜

大
徳
修
伽
陀
・
唯
願
（
ク
）

大
徳
修
伽
陀
　
噛
願
（
ク
）

ヨ
ウ
シ
ヨ

ハ
容
恕
シ
ク
マ
へ

ヨ
ウ
シ
ヨ

ハ
容
恕
シ
タ
マ
へ

ハ
容
恕
シ
タ
マ
ヘ

八
三
八

（
六
末
五
二
ウ
三
）

（
六
末
二
一
ウ
三
）

（
六
末
二
一
ウ
三
）

タ
ヽ

イ

、
唯
］
願
ク
ハ
容
－
恕
シ
タ
マ
ヘ

［
ィ
、
願
（
ク
）
　
ハ
］
容
－
恕
シ
タ
マ
ヘ

［
ィ
、
恕
シ
タ
マ
ヘ
ハ
］
　
大
－
徳
修
－
伽
陀
　
唯
［
ィ
、
唯
］
願
ク
ハ

（
六
末
二
二
ウ
五
）

右
の
用
例
は
、
大
梵
天
王
と
僑
戸
迦
帝
釈
が
仏
に
対
し
て
願
い
を
述
べ
る
場
面
で
あ
る
。
特
に
「
唯
」
字
の
訓
に
異
同
が
見
ら
れ
る
。

次
に
、
教
行
信
証
諸
本
間
に
お
け
る

ヤ
、

坂
東
本

高
田
専
修
寺
本

真
宗
寺
本

文
明
本

寿
福
院
本

高
田
室
町
末
期
本

高
田
慶
長
本

西
蓮
寺
本

惟
願
（
ク
）
　
ハ

コ
レ珊
戯

け
卜惟
願

廿
卜惟
願

仲
卜纏
願

コ
レ珊
願

タ
ヽ欄
願

コ
レ珊
願

（
ク
）
　
ハ

（
ク
）
　
ハ

「
惟
」
字
訓
読
の
異
同
例
を
示
す
。

シ
ハ
ラ
ク

大
王
且
　
愁
怖
（
一
）
　
（
ス
ル
）
　
コ
ト
莫
（
二
）
　
（
カ
）
　
レ

シ

ハ

ラ

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ

大
王
且
　
愁
怖
（
一
）
　
（
ス
ル
）
　
コ
ト
莫
（
二
）
　
カ
レ
ト

シ

ハ

ラ

ク

　

フ

大
王
且
　
愁
怖
（
一
）
　
ス
ル
コ
ト
莫
（
二
）
　
（
カ
）
　
レ

ラ

ク

　

　

フ

（
ク
）
　
ハ
　
大
王
且
　
愁
怖
（
一
）
　
ス
ル
コ
ト
莫
（
二
）
　
カ
レ

シ

ハ

ラ

ク

シ

ユ

フ

フ

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ

（
ク
）
　
ハ
　
大
王
且
　
愁
怖
（
ニ
ス
ル
コ
ト
莫
（
二
）
　
カ
レ

シ

ハ

ラ

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ

（
ク
）
　
ハ
　
大
王
且
　
愁
怖
（
こ
　
（
ス
ル
）
　
コ
ト
莫
（
二
）
　
カ
レ
ト

ラ
ク

（
ク
）
　
ハ
　
大
王
且
　
愁
怖
（
一
）
　
（
ス
ル
）
　
コ
ト
莫
（
二
）
　
（
カ
）
　
レ

ラ
ク
シ
ウ

（
ク
）
　
ハ
　
大
王
且
　
愁
－
怖
（
〓
　
（
ス
ル
）
　
コ
ト
莫
（
二
）
　
（
カ
）
　
レ
　
［
ィ
、
莫
（
カ
）

（
三
　
一
一
一
・
二
）

（
三
　
一
三
三
・
こ

（
三
末
二
〇
ウ
四
）

（
三
末
二
〇
ウ
四
）

（
三
末
二
〇
ウ
四
）

（
三
末
二
〇
ウ
四
）

（
三
末
二
〇
ウ
四
）

レ
ト
］（

三
末
二
〇
ウ
四
）

（
用
例
は
訓
読
文
に
て
示
す
。
用
例
中
の
傍
線
は
論
者
に
よ
る
。

（
　
）
は
補
読
、
（
こ
　
（
二
）
は
一
二
点
、
［
ィ
、
］
は
異
読
、
－
は
合
符
を
示
す
。
坂
東
本
と
高
田
専
修
寺
本
と
の

二
資
料
の
所
在
は
、
巻
・
影
印
本
の
頁
と
行
数
を
示
す
。
他
の
資
料
で
は
、
巻
・
丁
・
行
数
を
示
す
。
）



用
例
は
、
大
臣
が
王
に
対
し
て
願
い
を
述
べ
る
箇
所
で
あ
り
、
こ
の
例
も
願
望
を
表
す
表
現
で
あ
る
。
「
唯
」
字
と
同
様
に
「
惟
」
字
の
訓

に
異
同
が
見
ら
れ
る
。

右
の
例
よ
り
、
「
唯
」
「
惟
」
字
の
訓
読
に
「
タ
ダ
」
付
訓
の
例
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
坂
東
本
以
下
諸
本
で
は
、
「
唯
願
」
「
惟
願
」
の

訓
読
を
「
ヤ
、
ネ
ガ
バ
ク
ハ
」
と
し
て
い
る
が
、
一
部
の
本
で
は
「
コ
レ
ネ
ガ
バ
ク
ハ
」
や
、
「
タ
＼
ネ
ガ
バ
ク
ハ
」
と
す
る
。
こ
の
異
同
が
、

諸
本
に
わ
た
っ
て
如
何
な
る
箇
所
に
現
れ
る
か
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
教
行
信
証
中
の
「
唯
」
「
惟
」
字
の
訓
読
の
全
用
例
に
つ
い
て
調
査
す

る
と
、
「
唯
」
字
全
八
十
例
に
お
い
て
、
「
タ
ダ
」
の
付
訓
が
あ
る
も
の
は
十
六
例
、
「
ヤ
ヤ
」
の
付
訓
が
あ
る
も
の
は
九
例
で
あ
る
。
付
訓
例

の
う
ち
、
教
行
信
証
中
で
は
、
「
唯
」
字
は
「
タ
ダ
」
と
訓
読
さ
れ
る
こ
と
が
最
も
多
い
。
「
ヤ
ヤ
」
付
訓
の
あ
る
箇
所
は
、
「
唯
然
」
「
唯
観
」

「
唯
願
」
等
の
漢
字
の
訓
読
で
あ
る
。
「
ヤ
ヤ
」
付
訓
九
例
の
内
二
例
は
、
室
町
末
期
本
、
高
田
慶
長
本
、
西
蓮
寺
本
に
於
い
て
異
同
が
見
ら

れ
、
「
タ
ダ
」
が
付
訓
さ
れ
る
。

次
に
、
「
惟
」
字
の
訓
読
に
つ
い
て
述
べ
る
。
付
訓
の
状
況
を
次
頁
に
表
一
に
て
示
す
。

こ
の
表
一
よ
り
、
「
惟
」
字
は
「
コ
レ
」
訓
や
、
「
オ
モ
フ
」
訓
が
主
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

問
題
点
は
「
唯
」
「
惟
」
字
に
共
通
す
る
訓
と
し
て
「
唯
願
」
「
惟
願
」
字
を
訓
読
す
る
際
に
「
ヤ
ヤ
」
訓
が
用
い
ら
れ
る
例
で
あ
る
。
両

例
共
に
、
目
上
で
あ
る
王
や
仏
に
対
し
て
臣
下
が
願
い
を
述
べ
る
会
話
の
箇
所
に
現
れ
る
。

和
訓
「
ヤ
ヤ
」
は
、
「
唯
」
字
の
字
義
か
ら
推
定
す
る
に
、
副
詞
的
用
法
で
あ
り
、
親
鸞
の
数
行
信
証
に
特
徴
的
な
訓
読
で
あ
る
可
能
性
が

（6）

高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
又
、
数
行
信
証
中
に
見
ら
れ
る
「
唯
願
」
や
「
惟
願
」
を
「
ヤ
ヤ
」
と
訓
読
す
る
こ
と
は
、
現
在
の
調
査
結
果
（
後
掲

す
る
古
訓
点
資
料
に
お
け
る
「
唯
」
「
惟
」
字
の
訓
読
を
調
べ
た
結
果
等
）
か
ら
は
、
一
般
的
に
広
く
用
い
ら
れ
た
訓
読
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
和
訓
「
ヤ
ヤ
」
の
箇
所
に
、
書
写
年
が
下
る
資
料
の
中
に
は
「
タ
ダ
」
訓
を
付
す
も
の
が
現
れ
る
。

そ
の
他
、
「
惟
」
字
の
訓
読
の
一
覧
に
お
い
て
、
教
行
信
証
諸
本
間
で
、
「
惟
」
字
を
「
唯
」
字
と
し
て
い
る
資
料
が
あ
る
の
は
、
こ
の
「
惟

靡
」
の
表
現
に
集
中
し
て
い
る
。
何
故
、
「
惟
願
」
の
表
現
に
異
同
が
集
中
し
て
い
る
か
と
い
う
問
題
は
、
異
同
の
現
れ
る
箇
所
と
表
現
の
関

中
世
に
お
け
る
教
行
信
証
諸
本
間
の
訓
読
の
異
同
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表
一
数
行
信
証
諸
本
間
の
「
惟
」
字
訓
読
一
覧

思
惟
惟

異

惟

異

思
惟
仰
惟

～

思
惟
惟

願
～

惟

頗
i

惟

願
～

惟

原
i

惟

原
～

惟

願
i

惟

願
～

惟

願
～

惟

腰
～

阿
惟

越

到

惟

＿

思

惟

惟

一
也

阿

惟
越

到

阿

惟
越

到

阿

惟
越

到

阿

惟
越

到

漢

字

列

セ コ コ ト

モ
ミ

レ

ハ

ヲ ヤ ヤ ヤ ヤ ヤ ヤ

、

ヤ

、

ヤ

、

コ シ コ ユ

板

東
本

諸

資

料
名

ム
「
ォ

モ
フ
」

レ レ 「オ

モ

フ
」

＼ ＼ ＼ ＼ ＼ レ テ レ
（朱
）
レ
（墨

）

イ
「
ヱ
タ
ィ
ノ
」

セ
ム
「

コ
レ
コ
レ

ト

モ

、

ヲ ヤ

、
※ ※

ヤ

、
※

ヤ

、
※

ヤ

、
※

ヤ

、
※

ヤ

、
※

コ
レ
「

ヤ

、
．

コ
レ
シ
テ
コ
レ

高
田

オ
モ
フ
」

ノ
ミ

レ

ハ

ヤ

、
」

※ 専
修
末
寺

セ
ム レ
コ
レ

ト ヲ

モ

ン
ミ

レ

ハ

ヲ
′

ヤ

、

ヤ

、

ヤ

＼

ヤ

＼

ヤ

、

ヤ

、

ヤ

、

ヤ

、

ユ
ヰ
コ

レ

シ
テ
コ

レ
ユ
ヰ
「
フ
タ
ィ
ノ
」

真

宗
寺

本

セ
ム レ
コ
レ

ト
モ
ン
ミ
レ
ハ

ヲ
′
ヤ

、

ヤ

、

ヤ

、
※

ヤ

、

ヤ

↓
※

ヤ

、
※

ヤ

＼

ヤ

、

ユ
ヰ
シ

テ
コ
レ

ユ
ヰ 文

明
本

ヤ

↓
※ ※

ヤ

、
※

ヤ

、
※

ヤ

＼
．

ヤ

、
※

ヤ

＼
．

ヤ

、
「
コ
レ
」

ヤ

、
※

寿

福
院

本

セ

ム
「
ォ

モ

フ
」

コ
レ
コ
レ

ト

モ

ン
ミ

レ

ハ

ヲ ヤ

＼

ヤ

、

ヤ

、

ヤ

、

ヤ

、

ヤ

、

コ

レ
「
ヤ

＼
」

ヤ

、

コ

レ

シ
テ
コ

レ

× 高

田
室

町
末

期
本

セ
ム
コ
レ
コ
レ

ト
ミ

レ

ハ

ヲ タ

＼

タ

、

タ

＼

コ
レ
シ
テ レ

高

田
慶

長

本

セ
ム
コ

レ

コ

レ

ト

、－＼

ヲ

※
2

ヤ

、
※
1

ヤ

、
※
1

ヤ

、
※
1

ヤ

、

ヤ

、

コ
レ

ヤ

＼

コ
レ

シ
テ
コ
レ

ユ
ヰ
西
蓮

寺
本

｛
ス
｝

｛
レ
｝

｛
レ
｝

レ
2 1

※
1
｛
ヤ

、
｝

｛
シ
｝

六 六 六 六
本

19

1

四 三 三 三 三 三 ＝ 一一 一一 一一 ＝ ＝ ＝ 二 二 二 二 二 一
所
在

本 本

46

5

本

45

1

31 1r13
4
19
Ⅱ6
119
6
116
7
5u
4

‾114
3

‾114
1

‾112
4

‾111
2

‾109
6

‾100

1

‾69 135

7

7m
1U
5

24 14 14 ‾41
7 0

8

8 2 5 6 4 1

（
表
は
上
か
ら
当
該
箇
所
の
漢
字
、
数
行
信
証
八
資
料
の
「
唯
」
「
惟
」
字
の
付
訓
例
、
坂
東
本
の
用
例
所
在
位
置
と
続
く
。
表
中
の
符
号
に
つ
い
て
空
欄
は
付
訓
が
無
い
例
、
×
は
当
該
字
が
無
い
例
、

～
は
漢
字
列
の
欄
で
用
例
の
以
下
省
略
を
示
す
。
（
朱
）
は
朱
書
、
（
墨
）
は
墨
書
、
「
　
」
は
左
傍
訓
、
合
符
は
省
略
し
た
。
粟
は
「
惟
」
字
箇
所
が
「
唯
」
字
と
さ
れ
て
い
る
例
、
1
は
異
本
注
記
に

ュ
T
J
－

「
惟
」
字
の
あ
る
例
、
2
は
異
本
注
記
に
「
惟
」
　
の
あ
る
例
、
｛
　
｝
は
別
筆
を
示
す
。
）



係
に
つ
い
て
未
だ
明
ら
か
に
し
て
お
ら
ず
、
事
象
を
指
摘
す
る
に
留
め
る
。

惟 唯

オ コ ヤ ヤ タ 鎌
倉モ

フ
レ ヤ ヤ ダ

オ コ ヤ タ ヤ タ 室
町モ

ヮ．′

レ ヤ ダ ヤ ダ

以
上
の
結
果
よ
り
中
世
以
降
に
お
け
る
教
行
信
証
諸
本
中
の
「
唯
」
「
惟
」
字
と
和
訓
と
の
結
び
つ
き
を
整
理
し

た
も
の
が
上
の
表
で
あ
る
。

表
二
は
、
上
欄
に
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
唯
」
「
惟
」
字
と
結
び
つ
く
訓
、
下
欄
に
室
町
時
代
以
降
に
お
け
る
「
唯
」

「
惟
」
字
と
結
び
つ
く
訓
を
示
し
た
。

表
二
よ
り
、
室
町
時
代
書
写
の
資
料
中
に
「
惟
」
字
に
「
タ
ダ
」
を
付
訓
す
る
例
が
現
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
現
在
ま
で
の
調
査
で
は
、
高
田
慶
長
本
に
の
み
見
ら
れ
る
用
例
で
あ
る
。
以
下
、
「
惟
」
字
に
「
タ
ダ
」
訓
が

現
れ
る
要
因
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
同
時
代
に
お
け
る
漢
字
と
和
訓
と
の
結
び
つ
き
を
探
る
こ
と
と
す

る
。

三
、
古
辞
書
、
古
訓
点
資
料
に
お
け
る
「
唯
」
「
惟
」
字
の
訓
読

「
唯
」
「
惟
」
両
字
と
和
訓
の
対
応
関
係
を
知
る
た
め
、
古
辞
書
や
訓
点
資
料
を
資
料
群
ご
と
に
、
平
安
鎌
倉
時
代
を
中
心
と
し
て
室
町
江

戸
時
代
に
か
け
て
配
列
し
、
比
較
す
る
。
先
ず
、
「
唯
」
「
惟
」
字
の
古
辞
書
で
の
記
述
を
確
認
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
と
和
訓
の
結
び
つ
き

を
検
討
す
る
。

例
え
ば
、
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
「
唯
」
「
惟
」
字
の
記
述
を
見
る
と
、
「
タ
ダ
」
訓
を
記
載
す
る
か
否
か
と
い
う
違
い
が
存
し

て
い
る
。○
唯
　
音
炬
タ
、
ヒ
ト
リ
※
タ
カ
シ
　
又
以
水
反
－
然
之
虞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
　
備
中
三
十
一
オ
五
行
目
）

ユ
イ

○
惟
　
投
薬
反
　
オ
モ
ム
ミ
レ
ハ
※
　
オ
モ
ハ
カ
ル
※
　
ハ
カ
リ
ミ
レ
ハ
　
ハ
カ
リ
コ
ト
　
オ
モ
フ
※
　
ネ
カ
バ
タ
バ
　
コ
レ
※
　
コ
、
ニ
ヒ
ラ
ク
　
コ
ト
ハ
リ

カ
タ
ラ
ヒ
　
ウ
ツ
　
ア
リ
　
ム
ラ
カ
ル
　
ノ
フ
　
辞
也
　
憂
也
　
和
ユ
イ
※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
右
　
法
中
四
十
五
ウ
七
行
目
）

中
世
に
お
け
る
教
行
信
証
諸
本
間
の
訓
読
の
異
同



鎌
　
倉
　
時
　
代
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研
　
究

（
※
は
声
点
の
有
る
こ
と
を
示
す
。
改
行
を
示
す
符
号
は
省
略
し
た
。
）

「
唯
」
字
に
は
「
タ
ダ
」
訓
の
記
載
が
存
す
る
が
、
「
惟
」
字
に
は
「
タ
ダ
」
訓
の
記
載
は
存
し
な
い
。
同
様
な
こ
と
は
三
巻
本
色
葉
芋
類

抄
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。

○
只
タ
、
但
忠
膏
唯
猫
也
但
督
直
祇
且
適
往
止
徒
地
－
忍
　
巳
上
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
黒
川
本
色
菓
字
類
抄
　
巻
中
六
ウ
七
）

又
、
鎌
倉
時
代
成
立
の
古
辞
書
の
中
で
、
和
訓
の
採
録
数
が
、
他
の
古
辞
書
に
比
し
て
多
い
字
鏡
集
諸
本
に
お
い
て
も
「
惟
」
字
に
「
タ
ダ
」

訓
は
存
し
な
い
。

ヰ

○
唯
　
タ
カ
シ
又
　
タ
、
※
　
ヒ
ト
リ
※

（
天
文
本
字
鏡
紗
　
巻
四
　
口
部
六
六
一
・
四
）
　
（
所
在
は
影
印
の
貢
数
と
行
数
を
示
す
。
）

ヰ

ヨ

ク

○
惟
　
ム
ラ
カ
ル
　
ネ
カ
バ
ク
ハ
　
ウ
ツ
　
コ
レ
　
ヲ
モ
ハ
カ
ル
　
ハ
カ
リ
ミ
レ
ハ
　
ヒ
ラ
タ
　
ヲ
モ
ン
ミ
レ
ハ
　
ハ
カ
リ
コ
ト
　
コ
ト
ハ
　
ウ
　
コ
ト
ハ
リ
　
ノ
フ

ヲ
モ
ム
ハ
カ
リ
　
ヲ
ス
　
ア
リ
　
ヲ
モ
フ
　
ヒ
ラ
タ
　
オ
モ
ミ
ル
　
ネ
カ
フ

（
同
右
　
巻
四
　
心
部
八
〇
八
・
二
）

以
上
の
例
に
は
、
「
惟
」
字
と
「
タ
ダ
」
訓
の
結
び
つ
き
を
明
示
し
た
例
は
な
い
。

平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
の
古
辞
書
に
お
い
て
、
「
唯
」
「
惟
」
字
の
記
述
中
に
「
タ
ダ
」
　
の
付
訓
が
存
し
て
い
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
、
調
査
し
た
も
の
が
次
頁
の
表
で
あ
る
。

こ
の
表
よ
り
、
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
古
辞
書
で
は
、
「
惟
」
字
に
「
タ
ダ
」
と
記
載
し
た
例
は
な
く
、
室
町
時
代
に
入
っ
て
か
ら
辞
書

に
現
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
明
確
に
書
写
年
代
が
分
か
る
も
の
で
、
「
惟
」
字
に
「
タ
ダ
」
訓
の
あ
る
最
も
古
い
辞
書
は
、
文
明
本
節
用

集
（
一
四
六
九
年
書
写
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
在
調
査
し
た
範
囲
で
の
古
辞
書
の
記
載
か
ら
は
、
「
惟
」
字
に
「
タ
ダ
」
訓
が
結
び
つ
く
例
が

見
え
る
の
は
、
室
町
時
代
以
降
で
あ
る
。
例
え
ば
、
応
永
本
字
鏡
集
の
「
惟
」
字
に
登
載
さ
れ
た
和
訓
は
二
十
一
条
あ
り
、
そ
の
中
に
、
「
タ

ダ
」
訓
の
登
載
は
な
い
。
一
方
、
室
町
時
代
に
入
り
、
夢
梅
本
倭
玉
篇
に
お
．
い
て
、
「
惟
」
字
に
登
載
さ
れ
た
和
訓
は
「
オ
モ
ン
ミ
ル
」
以
下
、

五
条
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
「
タ
ダ
」
訓
が
存
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
「
惟
」
字
と
「
タ
ダ
」
訓
と
の
結
び
つ
き
方

が
、
室
町
時
代
以
降
の
そ
れ
と
比
べ
て
、
弱
い
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
。



表
三
　
平
安
時
代
よ
り
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
の
古
辞
書
中
に
お
け
る
「
唯
」
「
惟
」
字
の
「
タ
ダ
」
訓

膏
（タ
ダ
）

但
（タ
ダ
）

只
（タ
ダ
）

唯
（タ
ダ
）

惟
（タ
ダ
）

名料資 年写書

× 本案書図抄義名衆類 代時安平

○ ○ ○ ○× 本院智観抄義名東類 代時倉鎌

○ d 本蔵社申烹T固守国鎮抄義名東類 期末代時倉鎌

○ ○ ○ ○× 本巻三抄類字葉色 代時倉鎌

×本寺尊世鏡字 期中初代時倉鎌

○ ○ ○ × 本学大谷龍集鏡字 代時倉鎌

○ ○ ○ ○ ×本文天紗鏡字 頃年2351

○ ○ ○ ○ 本河白集鏡字 代時町室

○ ○ ○ ○×本元寛集鏡字 代時戸江

○ ○ ○ ○× 蔵館書図理天抄類字俗世 代時倉鎌

○×字単経華法 年6311

○ ○ ○第次目篇 期中代時町室

○ ○ ○集用通漠n
H
イ芥っ

年6551

○ ○ ○ ○ ○本梅夢篇玉倭 年5061

○ ○ 本庫文閣経尊書新知故温 代時町室

○ ○ 蔵庫文堂嘉静集葉色歩運 年8451

○ ○ 本田亀集学下 代時町室

○ ○ ○本林春集学下 代時町室

○ ○ 本年七十明文集学下 年5841

○ ○集葉色 代時町室

○ ○ ○ ○ ○本明文集用節 年9641

○ ○ ○ 版年五応明集用節 年6941

○ ○ ○ ○ 本年二治弘集用節 年6551

○ ○ ○ ○ 本年二禄永集用節 年9551

○ ○ ○ 本屋頭饅集用節 代時町室

○ ○ ○ ○本乾集用節 代時町室

○ ○ ○本本黒集用節 代時町室

○ ○ ○ ○本大早集用節 代時町室

○ ○ 本蔵旧氏田岡集用節 期末代時町室

○ ○ ○ ○本井村集用節 期末代時町室

○ ○ ○ ○ 版山小本林易集用節 年0161

○ ○ ○ ○集用節類合 年0861

○ ○ ○ ○ ○集用節考字言書 期初代時戸江

す示を㌶
一

鵠
恥

，
・
カ
　
」

り

る

菅

あ

あ

「

∵
l

コ
し
　
己

l
l
I
E
H
　
壬
P
　
」

の
の
只

字
字
「

漠
漢
に

該
該
で

当
当
ま

は
は
考

○
×
参

中
世
に
お
け
る
数
行
信
証
諸
本
間
の
訓
読
の
異
同
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表
四
　
平
安
鎌
倉
時
代
の
仏
書
訓
点
資
料
中
に
お
け
る
「
唯
」
「
惟
」
字
の
訓
読
一
覧

惟 惟

コ

レ

系

オ
モ
フ
系

名料資にび並所場蔵所 期時点nH
力

釈註経王勝最明光金蔵館書図寺大東 期初代時安平

点古晶便方経華蓮法妙蔵氏造嘉田山故 期初代時安平

点古律分四経願体小 年528～018

一十二巻論実成蔵館書図寺大東 年928

点古経依上無蔵館書図寺大東 期中代時安平

経撃陀須子太説仏蔵寺山石 期中代時安平

二十巻記城西唐大本寺聖興 頃暦天掛中代時安平

要禅蔵三畏無蔵院、レ掛 期中代時安平

法天二十蔵寺山高 期後代時安平

点古十第品而酎経華法蔵庫文瀬月 期後代時安平

二巻句文華法蔵館書図寺大東 期後代時安平

1 文碑之上ロイ不果恵蔵室究研語国大東 年3501～7301

上巻経羅掲地悉蘇蔵院南西山野高 前以年1701

2 文碑之上口弄果恵蔵寺山高 年0801～0701

㈲点古経蜜羅波六趣埋乗大所纂編料史大東 年3801

1中巻帰指教三蔵寺山高 期初政院

1点古経華蓮法妙蔵寺本立 年7901

法作講賢普蔵院、山陽 期政院

経法行薩菩賢普観説仏蔵寺本立 年9901

軌儀就成諦念養供薩菩利茶軍窟甘蔵院南西山野高 年0011

1 経、レ恥申部活空不蔵室究研語国大東 年1511

1論府秘鏡文蔵寺山高 年5611

三第巻疏経仏成郡遠慮毘大蔵院、山陽 年1811

1集要生往蔵寺明最 期半後中政院

9 83 伝而融蔵三寺恩慈大本寺福興 期後政院

経尼羅陀蜜音名1＼ノ
蔵寺福真 期中代時倉鎌

※式講常無作御皇天羽鳥後蔵寺nuイ不仁 年9421

61 93計合

す示
0
を

ぶ
計
並
合
に
数
順
例
う
用
い
　
の

は
字言川

風

ご
は
料
端
資
左
各
。
の
す
字
示
胤．バ豊、

の

名
目
料
項
資
の
に
れ
び
ぞ
並
れ
所
そ
場
は
蔵
に
所
柵
　
0

、
下
い

年

　

0

な

写

る

い

書

あ

て

の
で
　
つ

料
数
採

資
例
は

点
用
読

訓
は
補

古
宇
、

仏
教
は

n
ソ
の
で

よ
桝
印

右
各
※



唯 惟

思
唯
唯
然
唯
然
唯
然
唯
願
唯
願
唯 唯 唯 唯唯

思
惟
思
惟
惟
付
惟

付

惟

願

惟

願
惟 惟

熟

語

無

付

訓

無

付

訓

熟

語

タ
ダ

シ
系

無

付

訓

タ
ダ

シ
系

無

付

訓

不

明

音

読

タ

ダ

系

タ
ダ

シ
系

無

付

訓

熟

語

熟

語

オ

モ
フ
系

コ

レ

系

無

付

訓

熟

語

無

付

訓

81 6 3 3 6

32 1 5 7 6 1 3

5 4 1

5 2 3

3 1 2

4 2 1 1

9 6 3

11 2 4 5

1 1

2 2

3 3

4 2 1

81 2 1 1 6 8

4 1 1

2 1 1

5 3 1

47 1 2 1 2 8 91 6 1 32 1 7 1 1

7 1 1 5

6 3 1 2

6 1 5

2 1

01 6 3

41 9 1 2 2

nHH
H
u
3 1 1 3 3 9 56 6 5 5

5 1 1 1 05 1 6 7 1 1 9

2 1 1

1 1

ハhHu
64 4 1 2 1 4 33 62 nHH

H
u
5 2 82 9 02 73 1 1 1 5 9 11

次
に
、
古
訓
点
資
料
に
お
け
る
状
況
を
示
し
、
別
の
視
点
か
ら
観
察
し
た
い
。

表
四
は
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
仏
書
訓
点
資
料
中
に
お
い
て
「
惟
」
字
に
「
タ
ダ
」
訓
が
結
び
つ
く
例
を
見
出
せ
る
か
否
か
に
つ
い
て
調
査

し
た
も
の
で
あ
る
。
表
よ
り
「
惟
」
字
に
は
、
「
オ
モ
フ
」
や
「
コ
レ
」
の
付
訓
、
「
唯
」
字
に
は
、
「
タ
ダ
」
や
「
タ
ダ
シ
」
の
付
訓
が
多
く

付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
「
惟
」
字
に
「
タ
ダ
」
訓
の
結
び
つ
い
た
確
例
は
、
調
査
範
囲
に
は
な
い
。

中
世
に
お
け
る
数
行
信
証
諸
本
間
の
訓
読
の
異
同

八
四
五
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表
中
、
「
唯
」
字
に
「
思
唯
」
と
い
う
熟
語
が
一
例
見
ら
れ
る
。
こ
の
用
例
は
、
「
思
惟
」
字
と
の
混
同
で
あ
る
と
考
え
る
。
以
下
の
用
例

で
あ
る
。

ひ

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ネ

カ

或
い
は
菩
薩
の
　
両
も
比
丘
と
作
（
り
）
て
　
濁
り
閑
－
静
に
虞
し
て
　
欒
っ
て
経
典
を
諭
す
る
を
見
る
。
又
菩
薩
の
　
勇
－
猛
に

精
進
し
て
　
［
於
〕
深
山
に
入
（
り
）
　
て
　
彿
道
を
思
－
唯
す
る
を
見
る
。

（
立
木
寺
蔵
妙
法
蓮
華
経
古
点
訓
点
語
と
訓
点
資
料
別
刊
第
四
四
頁
下
十
三
行
目
）
　
（
用
例
中
、
「
す
る
」
な
ど
の
一
つ
の
ヲ
コ
ト
点
を
示
す
符
号
は
省
略
し
た
。
）

以
上
の
用
例
の
他
は
、
「
唯
」
「
惟
」
字
で
同
じ
訓
が
付
さ
れ
た
例
や
、
混
同
さ
れ
た
と
思
し
き
例
は
、
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

又
、
「
惟
」
字
に
「
タ
ダ
」
訓
が
結
び
つ
く
例
で
院
政
期
以
前
に
お

表
五
　
平
安
鎌
倉
南
北
朝
時
代
を
中
心
と
す
る
漢
籍
に
お
け
る

「
唯
」
「
惟
」
字
の
訓
読

唯 惟料資は訓古 期時点H＝H力

○ 文諺俗世蔵院智観 期末代時安平

集文氏自本田申ラT 他年3111

○ 経孝文古蔵社申’7ml
投猿 年5911

○ 経孝文古蔵院千三 年7121

○ 要治書群蔵部陵書 他年5521

○ 選文蔵社申⊥′ふl
投猿 年2821

○ 選文蔵社申せT投猿 年2031

○ 語論蔵寺山高 年3031

○ 義大行五蔵庫文迩久穂 年3331

○ 子荘蔵寺山高 期後代時倉鎌

○ 窟山′ィl
遊蔵寺醐醍 年4431

○ 集文氏自蔵社申’7爪l
投猿 年3531

○ 語論蔵社中ま
l
投猿 年2631

○ 集文民自蔵社申’↓小l
投猿 年3631

○ 句章学大蔵院、レ掛 代時朝Tru
1
1
両

○ 集文氏自蔵社申．ス1
投猿 年5041

き続】と本3531年二nHま1
文

す付を○に欄左A
m
場るあの期ダタJ豹」惟

F
．
1胤の料資該当

け
る
確
例
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い

（7）
な
い
。
以
上
の
結
果
か
ら
は
、
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
は
、
「
惟
」

字
に
「
タ
ダ
」
訓
を
付
す
こ
と
は
、
「
唯
」
字
に
「
タ
ダ
」
訓
を
付

す
こ
と
に
比
し
て
、
一
般
的
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

「
唯
願
」
は
仏
典
に
頻
出
す
る
用
例
で
あ
る
た
め
、
漢
籍
に
は
そ

の
用
例
は
見
出
し
に
く
い
が
、
「
惟
」
字
と
「
タ
ダ
」
訓
と
の
関
係

を
探
る
た
め
、
表
五
に
お
い
て
平
安
鎌
倉
南
北
朝
時
代
を
中
心
と

す
る
漢
籍
訓
点
資
料
に
お
け
る
調
査
結
果
を
示
す
。

漢
籍
の
訓
点
資
料
に
お
い
て
は
、
「
惟
」
字
に
「
タ
ダ
」
の
付
訓

例
は
、
鎌
倉
時
代
加
点
の
群
書
治
要
（
史
部
）
と
、
南
北
朝
時
代
加

点
の
大
学
章
句
、
白
氏
文
集
に
見
出
せ
る
。
こ
の
結
果
か
ら
は
、



表
六
　
群
書
治
要
（
経
部
）
に
お
け
る
付
訓
の
分
布
状
況

表
七
　
群
書
治
要
（
史
部
）
に
お
け
る
付
訓
の
分
布
状
況

経

01 9 9 8 8 8 7 5
－

6

3 2 1 1巻

合 して
つ
論 孝 韓 春 周 祀 春 毛 尚 周 序資

計 子
豪
語

語 脛 詩
外
債

秋
外
囲

書 記 秋
左
氏

詩 書 易 料
名

4 3 1 系フモオ ＝
ノ
隋訓付 ㈲

1 1 語熟

76 21 1 2 25 系レコ

1 1 ノコ

0 系ヽタ

6 5 1 類詞助

75 1 1 1 1 2 151 し憮訓付

0 消見 殊慨

l0 同異文本

ハhu
2 0 1 0 0 31 1 3 2 1 1計合

0 トヒ hソ隋訓付 唯

2 1 1 語熟

0 ヽタ

1 1 類詞助

55 5 4 1 6 61 2 8 31 し憮訓付

0 同異文本 殊特

85 6 4 0 1 2 0 6 61 2 8 31 0計合

史
92 72 72 52 12 41 11巻

03 82 62 42 91 21

合 晋 呉萄 駄後 漢史資
計 書 志志 志 漢

書
書 記 料
名

11 4 1⊥ 5 1
系フモオ り隋訓付 惟

5 1 2 2 膚夢
川

1 1 系レコ

0 ノコ

6 6 系ヽタ

7 1 2 4 類詞助

91 2 2 3 2 5 5 し憮訓付

0 消見 殊慨

l2 2 同異文本

計愴5602804815

0 トヒ hソ隋訓付 唯

1 1 語熱

1 1 ヽタ

2 2 類詞助

24 7 2 4 6 01 31 し憮訓付

2 2 同異文本 殊特

計恰03131643984

春
秋
左
氏
と
は
春
秋
左
氏
侍
、

春
秋
外
囲
と
は
春
秋
外
侍
園
語
を
示
す
。

た

豊
一

あ
い
か憲

・

、

」

の
も
」

訓
う
惟

付
違
「

各
の
は

、
形
と

べ
用
」

並
活
同

に
は
異

順
の
文

の
も
本

部
る
「
酎
鵠

掴組胤

中
世
に
お
け
る
教
行
信
証
諸
本
間
の
訓
読
の
異
同
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表
八
　
群
書
治
要
（
子
部
）
に
お
け
る
付
訓
の
分
布
状
況

子
04 93 83 73 73 73 63 63 63 53 53 43 43 33 33 23 13巻
雷 呂 孫 荘 慎 孟 戸 商 呉 曾 文 墨 老 孫 姜 管 六資
子 氏
春
秋

卿
子
子 子 子 子 君

子
子 子 子 子 子 子 子 子 事 科

名

系フモオ hソ阿部付 惟
語熱

1 系レコ
ノコ
系ヽタ
類詞助

し憮訓付
消見 殊蘭
l 同異文本

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0計合

1 トヒ hソ傍訓付 唯
2 語熟

1 1 ヽタ
類詞助

3 5 6 2 1 3 5 1 1 5 3 1 7 2 1 2 5 し憮訓付
1 同異文本 殊特

5 5 7 2 1 4 5 1 1 5 3 1 8 2 1 3 5計合

巻

き続部子

05 05 94 84 84 74 74 64 64 54 54 44 44 34 24 24 14

群 ム 抱 裏 侍 時 健 世 劉 中 申 中71 攫 潜 桓 説 新 塵 准
啓
治
要

口
計 卜† 子 子 務

弘

論 要
払

虞

l

論 竪 長
子
昌
言

是 夫

弘

享 苑 序 銭

払

南

合
計

子 正

書
聞uR 間l－H

別

侍

政
論
問‾－H
所
論

聞‾ロ
子

71 2 2

8 2 1 1

57 7 1 1 4

1 0

6 0

31 0

09 41 3 2 8 1

1 1 1

2 0

313 62 1 0 4 1 0 3 0 2 21 0 0 0 0 0 1 0 1

1 1

5 2

5 4 1 1

4 1 1

nHHu
30 1 11 21 4 2 1 1 5 2 1 1 1 2 2 1 3

3 1

002 2 11 31 0 4 2 1 1 5 2 1 1 1 3 2 1 3



（8）

「
惟
」
字
に
「
タ
ダ
」
訓
が
付
さ
れ
る
例
は
、
鎌
倉
時
代
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
に
既
に
あ
る
こ
と
が
確
認
出
来
る
。
そ
の
他
、
猿
投
神
社

蔵
自
氏
文
集
に
は
、
「
惟
」
字
に
「
タ
ダ
」
を
付
し
た
と
思
し
き
例
が
一
例
あ
り
、
随
心
院
蔵
大
学
章
句
に
は
、
二
例
存
す
る
。

漢
籍
訓
点
資
料
に
お
け
る
調
査
結
果
は
、
古
辞
書
や
仏
書
訓
点
資
料
に
お
け
る
調
査
結
果
と
は
異
な
り
、
鎌
倉
時
代
に
確
例
が
現
れ
る
。

そ
の
鎌
倉
時
代
の
確
例
が
如
何
な
る
箇
所
に
付
さ
れ
て
い
る
か
を
示
す
た
め
、
群
書
治
要
の
付
訓
状
況
を
一
覧
す
る
。

前
頁
表
六
～
八
よ
り
、
経
部
で
は
、
「
惟
」
字
に
は
「
コ
レ
」
訓
が
頻
用
さ
れ
、
特
に
尚
書
に
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
又
、
経
史
子
を
通
じ

て
「
惟
」
字
に
「
タ
ダ
」
の
付
訓
を
す
る
の
は
、
後
漢
書
の
み
で
あ
る
。
現
段
階
で
は
、
用
例
の
出
現
に
偏
り
が
あ
る
点
な
ど
か
ら
、
後
漢

書
の
「
惟
」
を
「
タ
ダ
」
と
訓
読
す
る
例
が
、
当
時
の
一
般
的
な
漢
字
と
和
訓
の
結
び
つ
き
方
だ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
問
題
が

残
る
。し
か
し
、
群
書
治
要
内
部
の
尚
書
や
そ
の
他
漢
籍
に
は
、
無
付
訓
の
例
が
数
多
く
存
し
、
後
漢
書
は
、
他
の
資
料
よ
り
付
訓
の
あ
る
率
が

高
い
。
そ
の
た
め
、
そ
の
他
資
料
に
お
い
て
無
付
訓
の
例
中
に
、
「
タ
ダ
」
と
訓
読
さ
れ
た
例
の
有
無
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
漢
字
文
の
用
法
上
の
検
討
を
行
う
と
、
後
漢
書
の
「
タ
ダ
」
訓
の
用
例
と
類
似
の
用
法
と
し
て
、
以
下
の
如
き
例
が
見
出
せ
る
。

①
　
力
轟
（
キ
）
ヌ
レ
は
［
則
］
叛
ク
　
怨
－
叛
（
ノ
）

（
後
漢
書
三
　
五
九
行
目
）
　
（
以
下
、
［

タ

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

イ

マ

）

シ

メ

惟
・
陛
－
下
・
経
－
典
（
ノ
）
　
［
之
］
　
誠
　
（
一
）

（
タ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
抄
h

［
之
］
民
ハ
・
復
　
使
ハ
ル
可
（
カ
ラ
）
不
（
返
）
。
惟
一

］
は
不
読
字
、
・
は
読
点
、
（
返
）
　
（
こ
　
（
二
）
は
返
り
点
や
一
二
点
、

シ

を
慎
（
二
）
ミ
・
攣
－
復
（
入
）
　
（
ノ
）
　
［
之
］
道
（
一
）

ハ
カ

陛
－
下
・
度
レ
　
［
之
］
。

（
入
）
　
は
入
声
点
を
示
す
。
）

ハ
カ

を
園
（
二
）
　
リ
・
侯
－

シ

リ

ソ

　

　

　

　

　

　

サ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

メ

巧
（
ノ
）
　
［
之
］
臣
（
一
）
を
屏
　
（
二
）
ケ
ー
遠
ケ
・
鶴
－
鳴
（
ノ
）
［
之
］
士
（
一
）
を
徴
（
二
）
セ
。
（
後
漢
書
三

ノ

　

　

　

　

　

チ

　

　

ナ

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

シ

王
日
東
（
タ
）
　
レ
汝
説
・
爾
惟
二
千
］
朕
か
志
（
こ
を
訓
（
二
）
　
へ
ヨ

】

－

－

　

ノ

　

ミ

　

　

　

　

ヤ

呈
（
ニ
）
　
惟
魯
而
－
巳
ナ
ラ
ン
哉
。

レ

ッ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

エ

ラ

噛
慎
（
ミ
）
て
有
－
司
牧
－
夫
（
こ
を
揮
（
二
）

中
世
に
お
け
る
教
行
信
証
諸
本
間
の
訓
読
の
異
同

ノ
　
　
、
、
、

フ
而
】
巳
ナ
リ
。

（
尚
書

（
孔
子
家
語

（
尚
書

一
二
ハ
行
目
）

二
七
五
行
目
）

五
五
一
行
目
）

四
二
八
行
目
）

八
四
九
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〇

①
か
ら
③
ま
で
は
、
会
誌
で
、
相
手
に
命
令
や
依
頼
を
す
る
際
に
強
調
す
る
用
法
の
例
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
後
漢
書
で
は
、
「
タ
ダ
」
を

付
訓
し
て
い
る
が
、
尚
書
の
類
例
で
は
、
「
コ
レ
」
を
付
訓
し
て
い
る
。
④
⑤
の
用
例
は
、
限
定
の
用
法
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
後
漢
書
に
限

タ
ヽ

定
の
用
法
を
示
す
「
惟
」
の
用
例
は
見
出
せ
な
い
が
、
「
タ
ダ
」
訓
と
限
定
の
用
法
は
関
係
が
深
い
と
見
て
、
経
書
に
お
け
る
限
定
の
用
法
の

「
惟
」
字
を
調
べ
た
。
⑤
の
尚
書
で
は
限
定
の
用
法
と
思
わ
れ
る
「
惟
」
字
に
「
コ
レ
」
を
付
訓
し
て
い
る
。
し
か
し
、
用
例
数
が
少
な
く
、

こ
の
例
を
以
て
、
尚
書
と
後
漢
書
は
共
通
の
用
法
に
異
な
る
付
訓
を
与
え
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
そ
の
上
、
群
書
治
要
に
偏
り
な
が
ら
も

タ
ヽ
「
惟
」
　
の
例
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
も
調
査
範
囲
を
広
げ
れ
ば
、
ま
だ
用
例
が
現
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
用
例

の
現
れ
る
頻
度
や
、
古
辞
書
等
の
検
討
、
類
似
と
思
わ
れ
る
用
法
に
他
資
料
で
の
確
例
が
無
い
点
と
合
わ
せ
て
も
、
「
唯
」
字
に
「
タ
ダ
」
訓

が
結
び
つ
く
関
係
ほ
ど
の
強
さ
を
持
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
な
い
。

一
方
、
訓
点
資
料
も
、
室
町
江
戸
時
代
に
下
る
と
、
資
料
の
内
容
に
関
わ
ら
ず
、
以
下
の
如
き
用
例
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

ヒ

ト

　

ヲ

　

　

　

　

シ

ン

ソ

　

　

　

ア

　

　

　

　

　

ナ

　

　

　

　

タ

マ

ユ

ウ

ト

ク

　

ス

ナ

ワ

チ

タ

ス

　

　

　

　

タ

ミ

　

　

　

カ

ミ

⑥
　
天
（
ノ
）
［
之
］
人
二
於
（
返
）
ケ
ル
親
疎
（
一
）
有
（
二
）
ル
コ
ト
無
（
返
）
シ
　
慨
有
徳
者
則
　
輔
ク
［
之
］
　
民
ノ
［
之
］
上

ヲ

　

　

　

　

ツ

ネ

　

シ

ユ

　

　

ア

　

　

　

　

　

ナ

　

　

　

　

タ

ヾ

ヲ

ノ

レ

　

ア

イ

　

　

　

　

モ

ノ

ス

ナ

ワ

チ

ニ
於
（
返
）
ケ
ル
常
ノ
主
（
〓
有
（
二
）
　
ル
コ
ト
無
（
返
）
シ
　
楓
己
ヲ
愛
（
返
）
　
ス
ル
者
則
　
蹄
ス
［
之
］

（
文
明
本
節
用
集
　
天
部
態
墾
門
　
七
二
八
頁
エ
バ
・
七
行
目
）
　
（
「
唯
」
「
惟
」
字
横
の
傍
線
は
論
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
）

レ

　

　

抄

卜

　

　

　

　

　

　

（

チ

）

　

　

　

　

　

　

　

　

（

チ

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ツ

⑦
　
夫
人
－
情
惟
愛
ス
ル
ト
キ
ハ
則
　
侍
へ
頒
ス
ル
ト
キ
ハ
則
　
侍
フ
　
少
陵
力
七
律
　
入
国
ヨ
リ
愛
シ
テ
且
頒
ス
　
［
也
］

（
杜
甫
集
解
　
竃
頭
増
鹿
本
　
宇
都
宮
由
的
頭
注
　
元
禄
九
年
版
　
（
一
六
九
六
）
・
杜
工
部
七
言
律
詩
集
解
序
　
四
丁
ウ
四
行
目
）

コ
レ

⑧
　
惟
ノ
字
タ
ダ
ト
讃
ム
ト
キ
。
唯
ノ
字
ト
義
全
ク
同
シ
　
字
書
二
此
ヲ
惟
－
猫
ノ
惟
ト
云
フ
。

（
助
辞
諸
通
　
同
日
駒
著
　
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
序
　
二
十
二
丁
ウ
六
行
目
）

そ
の
他
、
事
物
紀
原
（
格
致
著
書
本
　
鵜
飼
信
之
鮎
　
明
暦
二
年
版
（
一
六
五
六
）
）
の
如
き
類
書
や
、
本
朝
食
鑑
（
丹
岳
野
必
大
千
里
父
著
　
元

禄
十
年
版
（
一
六
九
七
）
）
や
、
禅
の
語
録
等
に
も
容
易
に
用
例
が
見
出
せ
る
。
後
述
す
る
が
、
江
戸
時
代
に
、
新
注
に
依
拠
し
て
訓
読
が
施
さ

れ
た
論
語
の
和
刻
本
に
お
い
て
も
同
様
の
例
が
見
ら
れ
、
古
注
依
拠
の
論
語
に
は
見
ら
れ
な
い
。
江
戸
時
代
版
本
に
お
い
て
　
「
惟
」
　
に
　
「
タ



惟 唯

オ コ （タ
ダ
）
※

タ 平
モ
フ
レ ダ 安

鎌
倉

オ コ タ タ 室
モ
フ
レ
．
ダ ダ 町
江
戸

例用の書漠後※

ダ
」
を
付
訓
す
る
例
が
散
見
す
る
こ
と
は
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
「
惟
」
と
「
タ
ダ
」
訓
の
結
び
つ
き
に
比
し

て
、
室
町
江
戸
時
代
に
な
り
、
そ
の
結
び
つ
き
が
強
ま
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
表
九
の
如
く
「
唯
」
字
と
和
訓
の
結
び
つ
き
は
、
室
町
時
代
に

入
っ
て
も
変
化
が
見
ら
れ
な
い
が
、
「
惟
」
字
は
、
室
町
時
代
に
入
り
、
「
タ
ダ
」
訓
と
結
び
つ
く
例
の
現
れ

る
こ
と
が
傾
向
と
し
て
見
出
せ
る
。

四
、
「
惟
」
字
と
訓
と
の
結
び
つ
き
の
変
化
に
つ
い
て

中
世
ま
で
の
本
文
で
は
「
唯
」
字
だ
っ
た
箇
所
を
、
近
世
に
お
い
て
「
惟
」
字
で
記
し
、
付
訓
も
同
じ
く
「
タ
ダ
」
と
す
る
例
が
、
論
語

の
古
点
本
間
に
お
い
て
見
ら
れ
る
。

異
同
を
示
す
た
め
、
鎌
倉
室
町
時
代
の
古
点
本
と
、
江
戸
時
代
の
版
本
と
の
比
較
を
行
う
。
論
語
の
古
点
本
と
江
戸
時
代
の
版
本
の
間
に
、

「
唯
」
字
と
「
惟
」
字
に
異
同
が
あ
り
、
同
一
箇
所
に
前
者
で
は
「
唯
」
字
、
後
者
に
は
「
惟
」
字
と
す
る
。

メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ハ
　
（
リ
）

⑨
　
始
有
（
返
）
　
（
リ
）
卒
ノ
、
ヽ
、

聖
1
人
ナ
ラ
ク
耳
巳

（
メ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ハ
リ

⑩
　
始
　
有
（
返
）
リ
卒
有

レ

タ

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

ウ

　

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

抄

卜

有
（
返
）
ル
コ
ト
［
者
］
其
咄
聖
1
人
（
カ
）
乎
　
弘
安
国
日
（
ク
）
終
－
始
一
（
ノ
）
如
（
ク
）
ナ
ル
　
唯

（
猿
投
神
社
蔵
論
語
　
康
安
二
年
（
三
一
六
二
）
加
点
　
子
張
十
九
）

（
返
）
ル
報
ノ
バ
、
其
僻
聖
－
人
力
［
乎
］
。
　
（
道
春
点
論
語
寛
文
四
年
版
（
一
六
六
四
）
子
張
十
九
）

論
語
中
に
は
、
他
に
も
類
例
が
あ
る
。
以
上
の
問
題
は
、
古
注
に
よ
る
資
料
の
場
合
「
唯
」
字
が
使
用
さ
れ
、
新
注
に
よ
る
資
料
の
場
合

「
惟
」
字
が
使
用
さ
れ
る
と
い
う
違
い
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
古
注
に
依
拠
し
て
訓
読
を
施
し
た
論
語
と
、
新
注
に
依
拠
し
て
訓
読
を
施
し
た
論
語
と
で
「
唯
」
「
惟
」
字
の
異
同
が
如
何
な
る

様
相
を
示
す
か
調
査
し
た
も
の
が
表
十
で
あ
る
。

表
よ
り
、
論
語
に
は
五
カ
所
に
古
注
依
拠
の
も
の
と
新
注
依
拠
の
も
の
の
間
で
異
同
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
異
同
の
箇
所
で
は
、
「
唯
」

中
世
に
お
け
る
教
行
信
証
諸
本
間
の
訓
読
の
異
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
一



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

表
十
　
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
論
語
中
の
「
唯
」
「
惟
」
字
の
異
同

資資 資 資 資 資 資 資 資 資 資 資 資 資 資
料 料 料料 料 料 料 料 料

⊥
料 料 料
＿
料
＿
料料

十 十
＿
十
＿
十 十 九 1＼ノ 七 ＼／ 五

北

四 二 一一
名

四

大

ニ

山

‾

倭

‾

道
道 惨 道 石 東 論 片 猿高
春 賓 春 斎 京 野語 仮 投山

魁 崎 板春 点 点 点 点 大宮 集 名 申与爪l
寺

四 嘉 四 点 論 四 四 四 学 寺解 傍 社 蔵
書 点 書四 語書 書 書 蔵刊 訓 蔵 論
集 四 書 集 集 大 論 論 本 論 語
註 書
集
註

註 註 全 語 語 論
語
語

江一 ‾
七
九

‾
七
九

‾
七
五

一 一 一 江
＿
‾
八
四

‾
七
〇
＿

江
＿
一 一

戸
時
代
版

八
五

六
九
六
九
四
年

六
五
戸
時
代
写

戸
時
代
初

三
六
＿

三
〇
＝

版
行
．四

年
五
年
‾
年
四
年
八
年
‾
年
版

八
年 ‾年 ‾年 ‾年

書
写

版 版 版 版 版 版 版 版 期
版
写 等
写
年

漸 新 新 新 新 新 新 新 古 古 古 古 古 古 ‘ n－…

章

、レ 口 ロ × 口 口 口 口 ロ ロ ロ 口 × × 2 6

、レ 、レ 、レ × 、レ へい 、レ 、レ 、い 、レ 、レ 、レ × × 2 12

、レ 、レ 、レ × 、レ 、U 、レ 心 口 ロ 口 口 × × 4※ 3

口 口 ロ × ＝ 口 口 口 ロ 口 ＝ 口 × × 4 51

口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 ロ 口 × 5 41

、レ へい 、い 、い 、レ 、レ 、レ 、レ 口 口 口 口 × 口 7※ 01

口 ‖ 口 口 ロ ロ 口 口 口 口 ロ ロ × 口 7 82

口 口

，

ロ ロ ＝ 口 口 口 口 口 ＝ 口 × 口 7 33

口 口 口 ロ ロ 口
．
口 口 口 口 ロ ロ × ロ 8 91

口 ロ 口 口 口 口 ロ ロ 口 口 ＝ 口 × 口 8 91

口 u 口 口 ロ 口 口 口 口 口 ロ ロ × × 01 1

、レ 、レ 、レ 、レ へい へい 、レ ロ ロ 口 口 口 × × 01※ 8

口 口 口 ロ ロ 口 口 ロ 口 口 口 口 × × 11 62

‘口 ロ 口 口 口 口 口 ロ ロ 口 口 口 × × 11 62

ロ ＝ 口 口 口 ロ ロ ロ 口 口 口 口 口 × 31 51

口 × 口 口 □ 口 口 口 ロ ロ 口 ロ × × 71 3

ロ × 口 口 ロ ロ ロ ロ ロ 口 口 口 × × 71 52

、レ ＼ 、レ 、レ 、レ へい 、レ 、レ 口 ロ 口 口 口 × 91※ 21

表
は
中
世
か
ら
近
世
の
論
語
中
に
存
す
る
「
唯
」
「
惟
」
字
の
全
用
例
を
講
と
章
ご
と
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
中
、
「
惟
」
字
は
「
心
」
で
示
し
、
「
唯
」
字
は
「
口
」
で
示
し
、
「
タ
ダ
」
の
付
訓

が
あ
る
箇
所
は
網
掛
け
を
施
し
た
。
×
は
欠
損
等
の
た
め
当
該
箇
所
が
な
い
も
の
を
示
す
。
清
と
章
の
数
字
は
金
谷
治
編
岩
波
文
庫
本
論
語
に
よ
る
。
注
の
欄
の
「
古
」
と
は
古
注
に
依
拠
し
て
訓
読
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
「
新
」
と
は
新
注
に
依
拠
し
て
訓
読
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
版
本
の
刊
行
年
は
、
刊
記
の
記
載
等
を
参
考
に
し
た
が
、
対
象
と
し
た
資
料
は
初
刷
の
も
の

で
は
な
く
、
実
際
の
刊
行
年
は
下
る
と
思
わ
れ
る
。
表
よ
り
新
注
依
拠
の
資
料
の
四
夢
二
章
や
七
第
十
章
等
の
箇
所
に
「
惟
」
字
に
「
タ
ダ
」
付
訓
の
あ
る
例
が
兄
い
出
せ
る
。
※
印
箇
所
参
照
。

資
料
1
は
高
山
寺
古
訓
点
資
料
第
二
資
料
2
は
猿
投
神
社
影
印
半
刊
、
資
料
3
、
5
は
汲
古
書
院
刊
和
刻
本
経
書
集
成
古
注
之
部
所
収
影
印
に
よ
る
。
資
料
4
は
型
立
国
会
図
書
館
蔵
本
、
資
料
6

は
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
、
資
料
7
は
架
蔵
本
、
資
料
8
～
1
4
は
広
島
大
学
文
学
部
角
筆
資
料
室
所
蔵
本
に
よ
る
。



字
か
ら
「
惟
」
字
へ
と
本
文
の
変
更
が
あ
り
な
が
ら
、
訓
読
は
古
注
と
新
注
と
で
変
更
が
な
い
例
が
多
い
。

タ
ヽ

以
上
の
結
果
か
ら
、
新
注
依
拠
の
論
語
の
本
文
に
て
、
「
惟
」
の
例
が
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
事
例
も
「
惟
」
字

と
「
タ
ダ
」
訓
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
な
る
要
因
に
何
ら
か
の
関
係
性
を
有
す
る
も
の
で
は
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
先
の
教
行
信
証
の
高
田
慶
長
本
に
兄
い
だ
せ
る
異
同
の
要
因
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
異
同
の
生
じ
た
資
料
で
は
、
「
唯
靡
」
字
の

訓
読
に
も
「
タ
ダ
」
訓
が
使
わ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
親
鸞
が
訓
読
し
た
言
語
を
そ
の
ま
ま
写
し
取
る
と
い
う
態
度
よ
り
、
あ
る

程
度
、
書
写
者
自
身
が
主
体
的
に
施
し
た
訓
読
が
現
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
「
惟
」
字
に
「
タ
ダ
」
訓
の
現
れ
る
異
同
は
、
室

（9）

町
時
代
に
お
い
て
「
惟
」
字
に
対
す
る
和
訓
の
結
び
つ
き
が
変
化
し
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

五
、
お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
の
検
討
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、

一
、
室
町
時
代
に
お
け
る
教
行
信
証
写
本
中
、
「
惟
願
」
の
「
惟
」
字
に
「
タ
ダ
」
付
訓
の
例
が
見
出
せ
る
。

タ

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

1

0

）

一
、
古
辞
書
中
の
「
惟
」
　
の
記
載
は
室
町
時
代
に
な
っ
て
か
ら
現
れ
る
。

タ
ヽ

一
、
仏
典
の
古
訓
点
資
料
中
に
「
惟
」
　
の
例
は
現
在
の
調
査
範
囲
に
限
る
と
、
平
安
時
代
ま
で
は
見
出
せ
て
い
な
い
。

タ
ヽ

一
、
漢
籍
の
古
訓
点
資
料
中
に
「
惟
」
　
の
例
は
鎌
倉
時
代
に
既
に
そ
の
用
例
を
見
出
せ
る
。

タ
ヽ

一
、
江
戸
時
代
の
和
刻
本
に
は
「
惟
」
　
の
例
が
資
料
の
内
容
に
関
わ
ら
ず
広
く
見
出
せ
る
。

タ
ヽ

一
、
論
語
の
諸
本
中
、
新
注
依
拠
の
資
料
に
お
い
て
「
惟
」
　
の
例
が
見
出
せ
る
。

以
上
、
教
行
信
証
諸
本
間
に
お
け
る
「
惟
」
字
に
「
タ
ダ
」
訓
が
現
れ
る
と
い
う
異
同
に
注
目
し
、
そ
の
異
同
の
要
因
は
、
室
町
時
代
以

降
の
漢
字
と
和
訓
の
結
び
つ
き
の
変
化
を
背
景
と
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
。

変
化
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
論
語
の
新
注
本
文
の
影
響
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
未
だ
不
十
分
の
感
が
拭
え
な
い
。

中
世
に
お
け
る
教
行
信
証
諸
本
間
の
訓
読
の
異
同
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今
後
の
課
題
と
し
て
、
実
態
の
把
握
と
要
因
の
更
な
る
究
明
や
、
中
世
に
お
い
て
漢
字
と
和
訓
の
結
び
つ
き
が
変
化
し
た
例
が
他
に
有
る

か
否
か
と
い
っ
た
検
討
が
残
さ
れ
て
い
る
。

注（
l
）
　
中
田
祝
夫
氏
『
改
訂
版
　
古
鮎
本
の
国
語
撃
的
研
究
　
総
論
篇
』
（
勉
誠
社
S
5
4
・
1
1
）
　
（
附
論
）
中
近
世
の
訓
讃
の
沿
革
（
元
号
は
S
が
昭
和
、

H
が
平
成
を
示
す
。
）

（
2
）
　
重
見
一
行
氏
『
数
行
信
証
の
研
究
』
（
法
蔵
館
S
l
A
響
7
）
「
第
一
章
　
教
行
信
託
の
文
献
学
的
研
究
序
説
」
に
坂
東
本
親
鸞
真
筆
説
に
関
す
る
流

れ
と
著
者
の
論
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
下
の
章
に
お
い
て
も
坂
東
本
が
親
鸞
真
筆
で
あ
る
証
左
が
示
さ
れ
る
。

345

末
木
文
美
士
民
『
日
本
仏
教
史
』
　
（
新
潮
社
H
8
・
1
1
）
　
そ
の
他
。

注
　
（
2
）
　
参
照
。

調
査
対
象
の
諸
本
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
注
（
2
）
を
参
考
に
し
た
。
諸
本
の
書
写
年
次
は
、
以
下
に
略
述
す
る
。

坂
東
本
（
大
谷
本
願
寺
蔵
）
　
（
一
二
六
二
年
以
前
写
）
、
高
田
専
修
寺
本
（
三
重
県
津
市
一
身
眉
町
専
修
寺
蔵
）
　
（
一
三
〇
〇
年
以
前
写
）
、
真
宗
寺

本
（
新
潟
市
西
堀
通
真
宗
寺
蔵
）
　
（
一
四
二
五
年
写
）
、
文
明
本
（
山
口
県
美
祢
郡
秋
芳
町
明
厳
寺
蔵
）
　
（
一
四
七
〇
年
写
）
、
寿
福
院
本
（
三
重
県
鈴

鹿
市
三
日
市
寿
福
院
蔵
）
　
（
室
町
時
代
写
）
、
高
田
室
町
末
期
本
（
三
重
県
津
市
一
身
田
町
専
修
寺
蔵
）
　
（
高
田
慶
長
本
と
同
時
頃
写
か
）
高
田
慶
長

本
（
三
重
県
津
市
一
身
田
町
専
修
寺
蔵
）
　
（
一
六
〇
〇
年
写
）
、
西
蓮
寺
本
（
滋
賀
県
草
津
市
上
寺
町
西
蓮
寺
蔵
）
　
（
室
町
時
代
写
　
信
巻
本
以
下
は

南
北
朝
時
代
写
、
複
数
の
加
点
有
り
）

又
、
調
査
に
お
い
て
は
、
重
見
一
行
氏
寄
贈
広
島
大
学
文
学
部
蔵
紙
焼
写
真
を
使
用
し
た
。

（
6
）
　
「
唯
願
」
「
惟
願
」
に
「
ヤ
ヤ
」
訓
が
付
さ
れ
る
こ
と
は
、
数
行
信
証
に
お
け
る
特
徴
的
な
訓
読
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
に
は
、
先
の

表
四
に
て
示
し
た
如
く
、
「
唯
願
」
「
惟
腰
」
に
「
ヤ
ヤ
」
と
付
す
例
が
他
の
平
安
鎌
倉
時
代
の
古
訓
点
資
料
に
見
出
せ
て
お
ら
ず
、
ど
の
訓
点
資
料

に
お
い
て
も
確
認
出
来
る
と
い
う
一
般
性
が
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
大
坪
併
治
氏
の
論
「
「
唯
」
訓
義
考
－
訓
点
資

料
を
中
心
に
－
」
（
国
語
国
文
S
4
5
・
5
）
　
に
お
い
て
も
「
ヤ
ヤ
」
訓
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。



表
　
親
鸞
自
筆
加
点
資
料
に
お
け
る
「
唯
」
「
惟
」
字
の
訓
読

惟 唯

圧

ヤ
タ
ダ
ヤ
ヤ
タ
ダ
名料資

○ 類文生往経三土浄

讃＝∪働高士浄

讃‖∪イ芥っ
法末像正

○ 抄南指方西

○集閲見

○ 文要経架浬般大

○ 釈御人上微信

○ 文願ヽノ十四
す示をとこるあの例訓付ま○

（
7
）
　
大
坪
併
治
氏
、
注
（
6
）
論
文
。
尚
、
上
記
論
文
中
で
、

又
、
親
鸞
に
は
、
自
筆
の
加
点
資
料
が
数
行
信
証
の
ほ
か
に
も
存
し
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
資
料
に
お
い
て
「
唯
原
」
「
惟
願
」
と
い
う
熟
語
に
「
ヤ
ヤ
」
の
訓
を
付
し
た

例
が
兄
い
だ
せ
な
い
（
表
参
照
）
。
教
行
信
証
に
「
唯
願
」
「
惟
願
」
が
現
れ
る
箇
所

は
、
大
般
捏
架
経
の
引
用
箇
所
で
あ
る
。
親
鸞
加
点
の
資
料
中
に
は
、
大
般
浬
柴
経

も
存
す
る
が
、
そ
の
資
料
中
の
「
惟
靡
」
の
付
訓
は
、
数
行
信
証
中
の
如
く
「
ヤ
ヤ
」

で
は
な
い
。
以
上
の
点
か
ら
数
行
信
証
の
「
唯
願
」
「
惟
願
」
の
訓
読
は
こ
の
資
料
に

限
っ
た
例
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
「
ヤ
ヤ
」
と
い
う
語
自
体
も
、
現
段
階
で
は
、
訓

読
語
の
中
に
あ
る
こ
と
を
見
出
し
て
お
ら
ず
、
類
例
が
無
い
点
に
問
題
は
残
る
が
、

副
詞
と
解
釈
す
る
ほ
う
が
、
原
漢
文
の
「
唯
」
字
の
用
法
と
も
重
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。

大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
に
「
惟
」
字
が
「
タ
ダ
」
訓
と
結
び
つ
く
例
が
あ
る
と
述
べ
ら

れ
る
（
論
文
中
の
用
例
二
十
六
）
。
し
か
し
、
虫
損
箇
所
で
あ
り
、
築
島
裕
氏
の
訓
読
文
（
『
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
俸
古
鮎
の
国
語
学
的
研

究
　
詳
文
篇
』
　
（
東
京
大
学
出
版
会
S
4
0
）
　
で
は
、
「
コ
レ
」
と
解
釈
し
て
い
る
。

マ
マ

（
8
）
　
群
書
治
要
中
、
「
惟
」
字
に
「
タ
ダ
」
訓
の
確
例
が
あ
る
後
漢
書
の
識
語
を
示
す
。
（
巻
第
二
十
一
後
漢
書
　
奥
書
　
郡
善
治
要
巻
第
廿
一
後

漢
書
一
／
首
巻
鮎
事
去
文
永
二
年
四
月
之
／
比
挑
左
京
兆
俊
囲
朝
臣
華
而
同
／
四
年
三
月
廿
五
日
所
下
遣
也
且
／
申
出
　
仙
洞
御
書
移
粘
畢
但
／

件
本
有
不
安
事
者
引
勘
本
／
書
直
改
云
々
／
　
越
州
刺
史
平
（
賓
時
花
押
）
　
（
巻
二
十
二
、
二
十
三
、
二
十
四
は
略
）
藤
原
俊
圃
加
点
）

（
9
）
　
「
唯
」
「
惟
」
字
は
、
中
国
語
や
日
本
語
に
お
い
て
、
古
く
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
異
体
関
係
だ
っ
た
可
能
性
が
残
る
。
干
禄
字
書
（
後
知
不
足
賓
叢
書

収
本
）
や
観
智
院
本
類
莱
名
義
抄
の
字
体
注
記
の
箇
所
で
は
、
口
篇
と
心
篇
と
の
間
で
同
字
と
し
て
扱
わ
れ
た
例
は
他
に
な
い
の
で
あ
る
が
、
異
体

関
係
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
残
る
。

（
1
0
）
　
古
辞
書
の
記
述
が
平
安
鎌
倉
時
代
の
も
の
と
、
室
町
時
代
以
降
の
も
の
と
で
異
な
る
例
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
古
辞
書
が
作
ら
れ
る
に
あ
た
っ

て
、
参
照
さ
れ
た
資
料
群
の
差
等
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
最
後
に
な
っ
た
が
、
今
回
「
タ
、
」
は
「
タ

ダ
」
と
し
て
扱
っ
た
。
実
際
に
ど
の
よ
う
に
発
音
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
検
討
が
及
ん
で
い
な
い
。

中
世
に
お
け
る
教
行
信
証
諸
本
間
の
訓
読
の
異
同



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

使
用
し
た
資
料

古
訓
点
資
料
（
多
く
、
雑
誌
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
　
（
訓
点
語
学
会
編
）
や
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
　
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
編
）
に
載
せ
ら
れ
た
訓
読

文
や
影
印
を
使
用
し
た
。
）

『
貴
明
寺
本
往
生
要
集
』
　
（
築
島
裕
・
坂
詰
力
治
・
後
藤
剛
編
　
汲
古
書
院
H
4
）
・
『
興
福
寺
本
大
意
恩
寺
三
蔵
法
師
博
吉
鮎
の
園
語
草
的
研
究
』
　
（
築

島
裕
　
東
京
大
学
出
版
会
S
4
0
）
　
『
（
古
典
籍
索
引
叢
書
　
第
十
三
巻
）
醍
醐
寺
蔵
本
遊
仙
窟
総
索
引
』
　
（
築
島
裕
他
　
汲
古
書
院
H
7
）
　
『
（
古
典
研
究
会

叢
書
　
漢
籍
之
部
　
第
九
～
十
五
巻
）
群
書
治
要
』
　
（
尾
崎
康
他
　
汲
古
書
院
H
l
1
3
）
　
『
（
古
典
研
究
会
叢
書
　
漢
籍
之
部
　
第
七
・
八
巻
）
五
行
大
儀
』

（
中
村
嘩
八
他
　
汲
古
書
院
H
l
）
『
和
刻
本
漢
詩
集
成
　
第
三
輯
』
（
長
澤
規
矩
也
編
　
汲
古
書
院
S
4
9
）
『
和
刻
本
類
書
集
成
　
第
二
輯
』
（
長
澤
規
矩

也
編
　
汲
古
書
院
S
5
1
）
　
『
本
朝
食
鑑
』
　
（
正
宗
敦
夫
　
日
本
古
典
全
集
S
8
）
　
『
漢
語
文
典
叢
書
　
第
一
巻
』
　
（
戸
川
芳
郎
他
編
　
汲
古
書
院
S
5
6
）
　
『
随

心
院
聖
教
類
の
研
究
』
　
（
随
心
院
聖
教
類
総
合
調
査
団
編
　
汲
古
書
院
H
7
）
　
『
高
山
寺
古
訓
粘
資
料
第
一
～
三
』
　
（
高
山
寺
典
籍
文
書
総
合
調
査
団
　
東

京
大
学
出
版
会
S
5
5
1
6
1
）
　
『
神
田
本
自
民
文
集
の
研
究
』
　
（
太
田
次
男
他
編
　
勉
誠
社
S
5
7
）
　
『
猿
投
影
印
叢
刊
第
二
十
六
～
二
十
八
』
　
（
村
田
正
志
他
編

猿
投
神
社
誌
刊
行
会
蔵
版
S
4
1
）
　
『
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
』
　
（
古
典
保
存
会
編
S
5
）
　
『
観
智
院
蔵
世
俗
諺
文
』
　
（
古
典
保
存
会
編
S
6
）
又
、
江
戸
時
代
の

論
語
の
版
本
に
は
、
広
島
大
学
文
学
部
角
筆
資
料
室
所
蔵
の
資
料
や
、
架
蔵
本
を
使
用
し
た
も
の
が
あ
る
。

古
辞
書

『
図
書
寮
本
類
緊
名
義
抄
』
　
（
勉
誠
社
S
4
4
）
　
『
五
本
対
照
改
編
節
用
集
（
上
・
下
）
』
　
（
亀
井
孝
他
編
　
勉
誠
社
S
4
9
）
　
『
古
辞
書
音
義
集
成
第
六
巻
　
字

鏡
（
世
尊
寺
本
）
』
　
（
古
典
研
究
会
　
汲
古
書
院
S
5
5
）
　
『
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
八
字
鏡
集
上
・
下
』
　
（
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
編
　
思
文
閣
出
版
S
6
3
）

『
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
世
俗
字
類
抄
影
印
な
ら
び
に
研
究
・
索
引
』
　
（
大
友
信
一
監
修
　
翰
林
書
房
H
1
0
）
　
『
印
度
本
節
用
集
和
漢
通
用
集
他
三

種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
（
中
田
祝
夫
他
編
　
勉
誠
社
S
5
7
）
『
古
本
下
学
集
七
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
（
中
田
祝
夫
他
著
　
風
間
書
房
S
4
6
）
『
書

言
字
考
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
』
　
（
中
田
視
夫
他
著
　
風
間
書
房
S
4
8
）
　
『
倭
玉
篇
夢
梅
本
第
日
次
第
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
　
（
中
田
祝
夫
他
著
　
勉

誠
社
S
5
1
）
　
『
文
明
本
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
』
　
（
中
田
祝
夫
著
　
風
間
書
房
S
4
5
）
　
『
明
応
五
年
版
節
用
集
』
　
（
奥
村
銀
松
　
白
帝
社
S
4
3
）
　
『
易
林
本

小
山
版
節
用
集
』
（
杉
本
つ
と
む
代
表
　
文
化
書
房
博
文
社
S
4
6
）
『
早
大
本
節
用
集
』
（
杉
本
つ
と
む
編
　
雄
山
閣
出
版
株
式
会
社
S
5
0
）
『
合
類
節
用
集

研
究
並
び
に
索
引
』
（
中
田
祝
夫
他
著
　
勉
誠
社
S
5
4
）
『
中
世
古
辞
書
四
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
（
中
田
祝
夫
他
著
　
風
間
書
房
S
4
6
）
『
古
本
節
用

集
六
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
　
（
中
田
祝
夫
著
　
風
間
書
房
S
4
3
）
　
『
色
葉
字
類
抄
研
究
並
び
に
総
合
索
引
　
黒
川
本
影
印
篇
・
索
引
篇
』
　
（
中
田
祝
夫



他
編
風
間
書
房
S
竺
『
古
辞
書
叢
刊
法
華
経
単
字
』
（
古
辞
書
叢
刊
刊
行
会
S
坐
『
類
衆
名
義
抄
』
（
正
宗
敦
夫
校
風
間
書
房
H
l
）
『
鎮
国
守

国
神
社
蔵
本
三
賓
類
衆
名
義
抄
』
（
解
説
尾
崎
知
光
勉
誠
社
S
6
1
）
『
字
鏡
紗
天
文
本
』
（
中
田
祝
夫
他
編
勉
誠
社
S
訂
）
『
字
鏡
集
白
河
本
』
（
中

田
祝
夫
他
編
　
勉
誠
社
S
堕
『
字
鏡
集
寛
元
本
〓
中
田
祝
夫
他
著
　
勉
誠
社
S
竺

親
鸞
自
筆
資
料

『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
（
赤
松
俊
秀
他
編
　
法
蔵
館
S
4
9
）
『
高
田
専
修
寺
本
教
行
信
讃
』
（
生
桑
完
明
他
編
法
蔵
館
S
5
0
）

（
付
記
）
　
本
稿
は
、
平
成
十
二
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
集
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
並
び
に
、
そ
の
後
も
小
林

芳
規
先
生
を
は
じ
め
多
く
の
先
生
方
か
ら
有
益
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。
又
、
併
せ
て
、
稿
を
成
す
に
当
た
っ
て
終
始

御
指
導
頂
い
た
室
山
敏
昭
先
生
・
松
本
光
隆
先
生
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。

中
世
に
お
け
る
数
行
信
託
諸
本
間
の
訓
読
の
異
同

八
五
七




